
令
和
四
年

神
無
月

Ｎ Ｏ １ ５ ８

人
生
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
Ⅱ

～
人
運
・
時
運
と
い
う
も
の
～

今
年
は
暦
の
上
か
ら
い
い
ま
す
と
壬
寅
（
み
ず

の
え
と
ら
、
じ
ん
い
ん
）
に
当
た
り
ま
す
。
壬
は

十
干
の
九
番
目
「
水
の
兄
」
が
当
て
ら
れ
、
海
・

川
・
洪
水
の
水
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
占
い
を

信
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
年
茶
事
一

筋
を
や
り
続
け
て
お
り
ま
す
と
、
木
火
土
金
水
、

陰
陽
五
行
が
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
せ
い
か
、

私
の
中
で
は
つ
い
つ
い
結
び
つ
け
る
思
考
傾
向
に

あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
度
の
大
型
の
台
風
十
四
号

は
日
本
列
島
各
地
に
爪
痕
を
残
し
そ
う
で
す
。
こ

の
稿
を
執
筆
中
に
九
州
上
陸
の
ニ
ュ
ー
ス
の
只
中

故
、
只
々
大
災
害
に
至
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

三
年
前
ド
イ
ツ
を
旅
し
た
折
も
大
型
台
風
の
中

で
の
出
発
、
帰
国
の
折
も
大
型
台
風
の
ニ
ュ
ー
ス

の
帰
国
、
ド
イ
ツ
在
住
の
方
々
か
ら
、
こ
の
ま
ま

ド
イ
ツ
に
住
ま
わ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
、
ド
イ

ツ
は
台
風
も
地
震
も
な
い
国
で
す
よ
、
で
す
か
ら

家
々
の
窓
か
ら
美
し
い
花
を
飾
っ
て
道
行
く
人
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

あ
の
地
震
や
災
害
の
多
い
小
さ
な
島
に
住
む
人
の

気
持
ち
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
…
と
。

そ
う
で
す
よ
ね
！
な
る
ほ
ど
そ
う
思
わ
れ
て
も

し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

こ
こ
二
～
三
年
は
特
に
大
雨
の
上
に
ゲ
リ
ラ
と

い
う
名
が
つ
く
ほ
ど
の
異
常
気
象
で
す
も
の
ね
。

日
本
と
い
う
美
し
い
島
国
を
ど
う
ぞ
お
守
り
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
に
．
自
然
豊
か
な
恵
み
は
神
お
わ

し
ま
す
国
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
お

守
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
！

さ
て
先
号
に
て
人
生
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
つ

い
て
お
人
の
中
に
何
が
残
せ
る
か
…
に
つ
い
て
、

思
い
つ
く
ま
ま
に
筆
の
走
る
に
ま
か
せ
て
書
き
ま

し
た
が
、
良
く
考
え
て
み
ま
す
と
茶
を
喫
す
る
こ

と
の
意
味
す
ら
確
か
な
手
応
え
に
辿
り
得
て
い

ず
、
手
探
り
の
状
況
で
あ
り
ま
す
の
に
…
何
を
残

せ
る
と
云
え
る
の
で
し
ょ
う
。

つ
い
筆
が
す
べ
り
、
そ
れ
は
心
も
す
べ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。

茶
事
千
回
場
数
だ
け
は
…
と
申
す
も
、
茶
事
ら

し
き
も
の
や
り
続
け
て
き
た
だ
け
に
ご
ざ
い
ま

す
。
穏
や
か
に
終
日
笑
顔
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

さ
ら
さ
ら
と
茶
事
を
楽
し
ん
で
こ
そ
、
お
人
へ
の

一
服
も
美
味
な
る
に
、
未
だ
湯
相
と
火
相
の
御
機

嫌
を
損
ね
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
、

あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
、
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た

と
、
う
ろ
う
ろ
、
お
ろ
お
ろ
心
引
き
ず
る
日
々
に

ご
ざ
い
ま
す
。
無
心
の
一
服
、
未
だ
遠
く
に
あ
り

き
か
。
い
え
い
え
、
益
々
遠
く
な
る
ば
か
り
の
よ

う
に
も
思
え
、
心
許
な
き
八
十
路
の
入
口
に
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
世
に
完
全
な
る
も
の
は
何
も
無
き
こ
と
を

思
え
ば
、
私
如
き
が
思
い
煩
う
こ
と
す
ら
お
こ
が

ま
し
い
こ
と
な
る
ゆ
え
、
さ
ら
さ
ら
と
や
り
続
け

て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
。
楽
し
く
優
し
く
で
す
。

私
め
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
茶
事
の
答
え
に
ご
ざ
い

ま
す
…
が
、
現
実
は
些
細
な
こ
と
で
天
使
達
を
叱

り
、
そ
れ
も
些
細
な
こ
と
ば
か
り
、
小
さ
な
小
さ



な
事
々
に
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
小
言
と
云
う
の

こ

ご
と

で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
リ
ア
組
の
皆
様
に
は
、
一
年
一
年
目
標
を

持
っ
て
関
わ
る
よ
う
常
々
助
言
し
て
お
り
ま
す

が
、
た
と
え
ば
今
年
は
半
東
の
働
き
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
よ
う
、
魚
を
捌
く
こ
と
を
制
覇
？
し
よ

う
、
客
振
り
、
亭
主
振
り
に
も
、
足
の
運
び
一
つ

に
も
清
し
さ
が
伝
わ
る
よ
う
、
会
話
す
る
言
葉
一

つ
の
間
合
い
を
も
意
識
化
に
お
き
、
心
掛
け
て
み

よ
う
等
々
、
良
き
活
動
に
満
ち
た
ま
な
び
や
に
な

る
に
は
と
、
何
は
と
も
あ
れ
、
気
が
つ
い
て
み
れ

ば
、
す
べ
か
ら
く
吾
が
身
に
降
り
か
か
る
こ
と
ば

か
り
に
て
、
一
年
一
年
目
標
を
持
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
自
分
で
あ
っ
た
か
と
…
。

今
日
一
日
を
余
念
無
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
、

簡
単
な
よ
う
で
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
な
言

葉
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か
、
な
か
な
か
に

ご
ざ
い
ま
す
。

人
の
世
に
は
常
に
人
運
、
時
運
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
、
お
人
と
の
出
逢
い
は
、
そ
の
人
の
一

生
を
左
右
し
ま
す
。
お
人
に
よ
っ
て
は
幸
運
も
あ

れ
ば
不
運
と
い
う
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
お
人

が
お
人
と
出
会
う
意
義
を
思
い
ま
す
と
き
、
お
人

の
中
で
生
か
さ
れ
て
こ
そ
の
人
生
と
し
み
じ
み
思

う
日
々
に
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
文
化
の
大
き
な
存
在
で
あ
る
茶
の
湯
と
い

う
も
の
茶
道
と
い
う
も
の
に
出
会
っ
た
人
々
が
更

な
る
茶
の
奥
深
さ
に
向
か
う
と
き
、
茶
事
と
い
う

も
の
に
心
血
を
注
ぎ
、
自
己
修
練
に
い
そ
し
む
、

そ
う
い
う
贅
沢
な
時
運
を
得
ら
れ
る
人
々
も
ほ
ん

の
ひ
と
に
ぎ
り
の
出
会
い
、
な
れ
ば
こ
そ
の
人
運

に
ご
ざ
い
ま
す
。
人
運
、
時
運
を
共
に
大
切
に
、

学
び
あ
っ
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

な
に
が
な
し
に
は
得
ら
れ
な
い
奇
跡
の
上
で
の

人
運
、
時
運
に
ご
ざ
い
ま
す
。

御
縁
を
賜
っ
た
皆
様
の
中
に
も
、
癌
の
治
療
中

の
方
が
三
～
四
名
お
ら
れ
、
過
去
に
は
治
療
の
余

儀
な
く
逝
か
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
三
十
年

余
の
間
に
厳
し
い
お
別
れ
も
数
知
れ
ず
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
度
に
断
腸
の
想
い
に
か
ら
れ
ま
す
こ
と

は
毎
朝
、
茶
匙
一
杯
の
抹
茶
を
愛
飲
し
て
頂
い
て

い
た
ら
…
と
。
茶
経
に
も
「
一
味
匙
の

直

千
貫

あ
た
い

に
至
る
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
抹
茶
の
効
能
は

心
身
を
健
や
か
に
し
ま
す
。
ま
な
び
や
で
は
、
四

季
折
々
の
薬
草
を
摘
ん
で
干
し
、
皆
様
に
常
飲
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
難
し
い
方
は
せ

め
て
抹
茶
の
常
飲
を
お
勧
め
し
ま
す
。

以
前
に
も
掲
載
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
若

者
達
が
無
農
薬
で
抹
茶
を
作
っ
て
く
れ
て
お
り
ま

す
。
か
っ
て
中
国
で
は
唐
か
ら
宋
の
時
代
に
か
け

て
禅
院
で
飲
ま
れ
て
い
た
抹
茶
は
、
そ
ん
苦
味
が

心
臓
に
良
い
と
さ
れ
、
心
の
臓
が
達
者
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
の
健
や
か
さ
に
通
じ
る
と
。
栄
西
が
持
ち

帰
っ
た
種
が
宇
治
を
選
ば
れ
た
の
も
、
宇
治
は
風

水
の
利
に
恵
ま
れ
た
神
聖
な
霊
験
の
あ
る
地
で
、

地
味
に
富
ん
だ
茶
が
で
き
る
と
あ
り
ま
す
。
代
々

続
い
た
茶
苑
の
後
継
者
が
途
絶
え
た
所
を
借
り
て

日
夜
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

口
当
た
り
の
良
い
ブ
レ
ン
ド
力
の
あ
る
老
舗
の

お
茶
に
慣
れ
て
い
る
方
々
は
物
足
り
な
く
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
露
の
降
り
具
合
で
毎
年

出
来
上
が
る
味
は
微
妙
に
違
う
は
ず
で
す
。
ほ
ろ

に
が
さ
の
中
に
も
す
き
っ
と
し
た
後
味
は
尊
い
味

と
思
っ
て
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
に
毎
月
地
方
の
名
水
が
届
き
（
遠

方
の
参
加
者
が
来
庵
の
途
中
、
立
ち
寄
っ
て
汲
ん

で
く
れ
て
お
り
ま
す)

、
水
の
優
し
い
甘
露
さ
と

相
ま
っ
て
実
に
美
味
に
ご
ざ
い
ま
す
。
水
は
水
道

水
な
れ
ば
、
一
晩
竹
炭
で
も
入
れ
て
お
か
れ
る
と

柔
ら
か
な
口
当
た
り
に
な
り
ま
す
よ
。

自
然
に
耳
を
す
ま
し
、
足
許
の
力
あ
る
も
の
た

ち
を
も
っ
と
振
り
向
い
て
み
ま
せ
ん
か
。



只
今
は
、
秋
の
果
物
の
宝
庫
、
梨
の
皮
、
リ
ン

ゴ
の
皮
、
葡
萄
の
皮
等
々
、
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
、

(

無
農
薬
に
限
り
ま
す
が
）
剥
い
た
皮
は
干
し
て

薬
草
茶
に
一
緒
に
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ほ
ん
の

り
甘
さ
も
の
り
美
味
で
す
よ
。
そ
し
て
、
何
よ
り

（
干
し
た
皮
を
）
酢
を
入
れ
て
お
く
だ
け
で
フ
ル

ー
ツ
酢
の
で
き
あ
が
り
で
す
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に

ジ
ュ
レ
に
と
色
々
に
使
え
ま
す
。

ゴ
ミ
を
少
な
く
、
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
手
立
て

も
先
ず
は
家
庭
か
ら
の
意
識
が
案
外
地
球
を
救
う

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
人
運
、
時
運
、
そ
し
て

確
か
な
も
の
を
口
に
す
る
健
康
、
こ
の
三
位
一
体

の
豊
か
な
人
生
が
皆
様
の
上
に
注
ぎ
ま
す
よ
う

に
！私

は
何
を
残
せ
る
か
で
は
な
く
、
皆
様
の
持
っ

て
い
る
自
ら
の
光
が
発
揮
で
き
る
よ
う
遮
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
陰
の
枝
々
を
は
ら
う
手
伝
い
が
一
つ

で
も
多
く
で
き
ま
す
よ
う
に
…
。

台
風
の
後
に
は
日
本
の
美
し
い
紅
葉
の
秋
が
待

っ
て
い
ま
す
。

各

種

教

室

京
都
教
室

十
月
（
神
無
月
）

八
瀬
自
蹊
庵

九
月
三
十
日
（
金
）

茶
事
準
備･

実
習

十
月
一
日
（
土
）
～
二
日
（
日
）

正
午
の
茶
事
（
名
残
）

集
合

午
前
九
時

席
入

午
前
十
一
時
半

終
了

午
後
四
時
半

※
お
詫
び
と
お
断
り

今
年
は
偶
数
月
が
大
徳
寺
の
予
定
で
し
た
が
、

十
月
の
名
残
は
八
瀬
の
ま
な
び
や
、
十
一
月
の

口
切
り
は
大
徳
寺
餘
慶
庵
と
な
り
ま
す
。

御
了
承
く
だ
さ
い
。

十
月
三
日
（
月
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
茶
事
準
備

十
月
四
日
（
火
）
梅
田
教
室
主
催

名
残
の
茶
事
（
十
五
名
様
ま
で
）

午
前
十
一
時
半
～
午
後
三
時

※
裏
方
、
研
修
ス
タ
ッ
フ
九
時
～
四
時
、

御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

十
月
五
日
（
水
）

午
前
九
時
半
～
午
前
十
一
三
時
半

利
休
会
記

午
後
二
時
～
午
後
四
時

会
記
料
理
再
現

昼
食

呈
茶

夜
の
部

食
事
付
き

午
後
六
時
半
～
九
時

食
事
な
し

午
後
七
時
～
九
時

十
月
六
日
（
木
）
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

ラ
イ
ブ

午
後
四
時
半
～
五
時
四
十
五
分

季
節
の
茶
懐
石

一
汁
三
菜

十
月
（
名
残
の
茶
事
）

○
汁

そ
ば
が
き

合
わ
せ
味
噌

吸
口

七
味

○
向
付

鯖
の
一
塩

銀
皮
細
作
り

○
煮
物
椀

蓮
根
餅

光
琳
菊
見
立
て

※
予
定
は
土
瓶
蒸
し
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
差
し
替
え
ま
す
。
御
了

承
く
だ
さ
い
。
（
但
し
、
土
瓶
蒸
し

の
簡
単
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
も
い
た
し
ま
す
）

○
焼
物

季
節
の
上
が
り
も
の

※
皆
様
の
お
声
に
お
答
え
す
る
べ
く
、
こ
の
秋

よ
り
旬
の
茶
懐
石
が
始
ま
り
ま
す
。
十
月
～



三
月
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
す
で
に
出
来
上

が
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー

梅
田
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ

０
６
ー
６
３
６
７
ー
０
８
０
８

十
一
月
（
霜
月
）

十
一
月
三
日
（
木
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

口
切
り
茶
事
の
献
立

一
汁
三
菜

大
徳
寺
瑞
峯
院
餘
慶
庵
茶
事

口
切
り

十
一
月
五
日
（
土
）

大
徳
寺
搬
入
、
準
備

十
一
月
六
日(

日)

～
八
日
（
火
）

口
切
り
正
午
茶
事

席
入
午
前
十
一
時
半

※
実
習
者
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時

大
徳
寺
瑞
峯
院
餘
慶
庵
茶
室

○
一
年
は
早
い
で
す
ね
。
口
切
り
の
茶
事

拙
庵
で
は
、
濃
茶
・
薄
茶
共
に
挽
き
立
て
を

戴
き
ま
す
。
一
年
に
一
度
の
贅
沢
を
是
非
味

わ
い
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。

席
入

八
名
、
水
屋

五
名
、
台
所

五
名

合
計
十
八
名
で
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

十
一
月
九
日
（
水
）
利
休
会
記

東
金
教
室

名
残
の
正
午
茶
事

十
月
八
日(

土)

茶
事
準
備

午
前
九
時
～
午
後
四
時

十
月
九
日
（
日
）
～
十
一
日(

火)

名
残
正
午
茶
事

席
入

午
前
十
一
時
半

実
習
者
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時

七
月
十
二
日(

火)

朝
茶
事

席
入

午
前
六
時

終
了

午
前
九
時

十
一
月
（
霜
月
）

十
一
月
十
二
日
（
土
）

十
一
月
十
三
日
（
日
）
～
十
五
日
（
火
）

口
切
り
茶
事

席
入

午
前
十
一
時
半

実
習
者
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時

※
一
年
に
一
度
の
贅
沢
、
裏
方
さ
ん
達
が
間
際

に
挽
い
た
挽
き
立
て
の
一
服
を
戴
き
ま
す
。
御

参
加
の
ほ
ど
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

席
入

八
名
、
水
屋

五
名
、
台
所

五
名

合
計
十
八
名
で
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

各
種
講
座
・
教
室

目
黒
・
羅
漢
寺

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
月
十
五
日
（
第
三
土
曜
）

※
十
一
月
は
都
合
に
よ
り
お
休
み
で
す

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

漆
原
か
ず
み
様

０
９
０
（
４
８
２
１
）
４
８
１
０

湯
河
原
教
室

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
月
十
六
日
（
第
三
日
曜
）

旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

十
月
十
七
日
（
第
三
月
曜
）

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

会
費

五
千
円
（
一
日
の
み
）

八
千
円
（
二
日
間
）

担
当
者

服
部
宏
子
様

０
９
０
（
６
１
７
３
）
０
２
４
３

※
十
一
月
は
都
合
に
よ
り
お
休
み
で
す



柏
教
室
（
高
橋
様
宅
に
て
）

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
月
十
九
日(

第
三
水
曜)

十
一
月
十
六
日
（
第
三
水
曜
）

午
前
九
時
半
～
午
前
十
一
時
半

講
義

午
前
十
一
時
半
～
午
後
三
時

利
休
会
記
再
現
料
理
会
食

会
費

五
千
円
（
会
食
含
む
）

三
千
円
（
講
義
の
み
）

担
当
者

高
橋
れ
い
子
様

０
９
０
（
６
１
７
５
）
１
２
２
８

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
月
二
十
日(

第
三
木
曜)

十
一
月
十
七
日
（
第
三
木
曜
）

午
前
九
時
半
～
午
前
十
一
時
半

利
休
会
記
を
読
み
解
く
階

午
前
十
一
時
半
～
午
後
三
時

再
現
料
理

会
費

五
千
円
（
昼
食
代
別
料
金
）

担
当
者

青
村
裕
子
様

０
９
０
（
９
８
０
７
）
３
４
０
２

市
川
教
室
・
長
松
寺

十
月
二
十
六
日
（
第
四
水
曜
）

午
前
十
時
～
正
午

講
義

正
午
～
午
後
二
時
半

再
現
料
理
会
食

会
費
：
五
千
円

(

講
座
の
み
：
三
千
円)

担
当
者

青
野
か
お
り
様

０
９
０
（
１
４
３
６
）
１
６
８
４

千
葉
教
室
・
秀
明
茶
室

十
月
二
十
六
日
（
第
四
水
曜
）

午
後
三
時
～
午
後
五
時

講
座
及
び
菓
子
と
抹
茶
一
服

会
費
：
三
千
円

担
当
者

道
前
一
剛
様

０
７
０
（
４
４
５
２
）
４
７
８
１

※
十
一
月
は
市
川
教
室
・
千
葉
教
室
と
も
に

都
合
に
よ
り
お
休
み
で
す

鎌
倉
教
室
・
鎌
倉
彫
会
館
（
第
四
日
曜
日
）

十
月
二
十
三
日(

第
四
日
曜)

午
後
一
時
～
午
後
三
時

講
座
の
み

会
費
：
三
千
円

担
当
者

角
田
宗
弘
様

０
９
０
（
６
３
４
９
）
７
６
９
５

※
十
一
月
は
都
合
に
よ
り
お
休
み
で
す

講
演
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
様
の
御
縁
を
い
た
だ
き
、

左
記
の
と
お
り
久
々
に
講
演
を
行
い
ま
す
。
お
近

く
の
皆
様
と
再
会
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
、
。

十
月
二
十
九
日
（
土
）

午
前
十
時
半
～

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

神
戸
教
室

十
一
月
十
九
日
（
土
）

午
後
二
時
半
～

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

広
島
教
室

十
一
月
二
十
日
（
日
）

午
後
一
時
半
～

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

髙
松
教
室

※
講
演
の
申
込
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
お
訪

ね
く
だ
さ
い
。


